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発蒙舎の記念碑

次の世代に向けて植樹を行う

交流センターに立つ二宮金次郎像

日
高
短
歌
会

稚
内
に
学
友
尋
ね
て
ひ
と
り
旅
北
へ
北
へ
と
列
車
の
旅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碇
　
　
暁
子

猛
暑
な
れ
ば
忘
れ
さ
れ
お
る
「
節
」
の
字
よ
吾
だ
け
で
も
と

こ
ま
め
に
節
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
　
正
子

水
戸
に
い
て
両
親
、
祖
母
に
結
婚
の
意
思
表
示
す
る
と
今
の

若
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
　
初
枝

中
日
に
移
籍
の
細
川
　
大
化
け
の
予
感
的
中
殊
勲
の
連
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
勝
子

興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
や
明
秀
の
初
Ⅴ
報
告
の
新
都
市
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
白
梅

こ
の
夏
は
降
り
注
ぐ
陽
の
ハ
ン
パ
無
く
老
い
は
篭
り
て
水
を

か
か
さ
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
羽
　
千
恵

昼
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
教
室
の
献
立
良
け
れ
ば
味
の
う

ま
し
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
井
け
い
子

い
つ
ま
で
の
睦
み
保
つ
や
散
策
を
八
十
路
の
友
と
歩
を
合
は

せ
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田
絹
枝

着
替
え
に
と
あ
げ
た
る
吾
の
古
い
服
娘
が
着
れ
ば
流
行(

は

や
り)

の
服
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
池
　
久
枝

早
目
な
る
夕
食
す
ま
せ
テ
レ
ビ
見
る
話
す
相
手
の
な
き
は
さ

び
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
恵
美
子

冴
え
渡
る
ス
ー
パ
ー
ブ
ル
ー
の
月
見
上
ぐ
語
り
か
け
く
る
よ

う
な
気
が
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
　
君
代

豪
雨
災
害
後
の
安
否
確
認

～
「
無
事
で
す
」
に
安
堵
～

個
別
避
難
計
画
書

　
　
　
作
成
準
備
に

男
は
料
理
で

勝
負
す
る

　
日
高
学
区
の
多
く
の
住
民
が

学
ん
だ
日
高
小
学
校
が
今
年
で

創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
さ

る
９
月
11
日
に
創
立
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
明
治
６
年
、
明
治
政
府
に
よ

る
「
学
制
」
発
布
の
翌
年
に
現

在
の
田
尻
町
に
「
発
蒙
舎
」
が

創
立
、
明
治
13
年
に
今
の
交
流

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
場
所
に
小
木

津
小
学
校
と
し
て
移
転
、
そ
の

後
、
日
高
高
等
尋
常
小
学
校
、

日
高
国
民
学
校
な
ど
と
数
回
に

わ
た
り
名
称
を
変
え
、
昭
和
30

年
に
現
在
の
日
立
市
立
日
高
小

学
校
と
な
り
、
昭
和
45
年
に
現

在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
当
日
は
、
下
級
生

た
ち
の
手
で
市
民
自
治
会
か
ら

贈
ら
れ
た
お
ぎ
つ
や
よ
い
の
苗

木
を
、
ま
た
上
級
生
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
創
立
１
５
０
周
年
記

念
積
立
金
か
ら
購
入
さ
れ
た
ク

ス
ノ
キ
の
苗
木
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
南
西
側
に
植
樹
し
、
新
た
に

日
高
っ
子
の
歴
史
を
刻
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

日
高
小
学
校
創
立
150
周
年

　
日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
の
同
大
会
が
、
10
月

20
日
に
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
女
性
11
名
を
含
め

た
25
名
で
、
市
民
自
治
会
志
賀

勝
弘
会
長
の
始
球
式
で
ス
タ
ー

ト
し
、
ゲ
ー
ム
は
８
ホ
ー
ル
３

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
も
多
く
出
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
１
位
　
井
上
よ
し

子
　
２
位
　
菊
地
幸
子
　
３
位

市
村
豊
信
さ
ん
で
し
た
。

１
位
　
井
上
よ
し
こ
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

 

会
員
募
集
　
毎
月
第
二
土
曜
日
　
午
後
一
時
か
ら
　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

ひ
た
ち
の
森
病
院
・
大
森
商
店
・

茨
城
環
境
企
業
・
大
高
工
務
店
・

斉
藤
金
四
郎
・
三
秀
建
設
工
業
・

石
堂
徳
明
・
茨
城
県
信
用
組
合

日
高
支
店
・
豊
田
清
明
・
志
賀

啓
行
・
宇
佐
美
吉
郎
・
下
平
優
・

見
城
美
智
子
・
志
賀
勝
弘
・
樫

村
守
・
見
城
智
恵
子
・
宇
佐
美

寿
郎
・
木
田
金
房
・
矢
部
一
良
・

海
老
沢
清
・
志
賀
信
夫
・
石
井

慶
昭
・
小
澤
邦
子
・
深
澤
嘉
子
・

エ
イ
チ
シ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

㈱
・
肥
田
順
子
・
岩
間
恵
美
子

ご
協
力
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金

　

大
口
奉
仕
者
芳
名

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

甘辛カレーきつね丼、ブロッコリーの白
和え、出汁のいらない豚汁が今日の献立

　
ス
パ
イ
ス
の
香
り
と
不
規
則

に
も
聞
こ
え
る
「
ト
ン
ト
ン
」

と
い
う
包
丁
の
音
。
10
月
12
日

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室

で
「
男
性
の
料
理
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加

者
は
５
名
。
ほ
と
ん
ど
料
理
初

心
者
。
ち
ょ
っ
と
危
な
っ
か
し

い
手
つ
き
で
す
が
、
日
高
地
区

食
生
活
改
善
推
進
会
の
方
々
が

サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
２
時
間
弱

で
３
品
の
立
派
な
料
理
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

「
初
め
て
料
理
ら
し
い
料
理
を

作
っ
た
が
、
案
外
上
手
に
で
き
、

楽
し
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
は

家
で
も
作
り
た
い
」
「
な
ん
で

女
性
が
料
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
不
思
議
に
な
っ
た
」
な

ど
、
前
向
き
な
言
葉
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
次
回
は
減
塩
教
室
が

１
月
26
日
（
金
）
に
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

　
９
月
８
日
の
台
風
13
号
で
は
、

線
状
降
水
帯
の
影
響
を
受
け
日

高
学
区
に
お
い
て
も
、
甚
大
な

水
災
害
を
被
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
で
、
日
立
市
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
２
０
０
名
程
を
対

象
に
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
立
市
の
指
示
に

よ
り
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
内
に
居
住
し
て
い
る
４
名

の
要
支
援
者
に
対
し
、
避
難
所

開
設
情
報
を
伝
え
な
が
ら
安
否

確
認
の
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。

　
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
翌
日
は
、

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
民
生
委
員

を
含
む
支
部
福
祉
協
力
員
45
名

の
協
力
で
安
否
確
認
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
被

害
報
告
が
あ
が
り
ま
し
た
が
、

全
員
が
身
体
的
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
な
く
「
無
事
で
す
」
と

の
返
事
に
は
安
堵
し
ま
し
た
。

　
日
立
市
で
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
の
個
別
避
難
計
画
書
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、
避
難

が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
時
、

指
定
避
難
所
ま
で
自
力
で
の
避

難
が
で
き
な
い
方
の
具
体
的
な

避
難
方
法
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
名
簿

登
録
者
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
エ

リ
ア
内
に
居
住
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
、
調
査
及
び
個
別
避
難

計
画
書
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
未
調
査
の
方
が
対

象
で
す
。
日
高
学
区
市
民
自
治

会
で
は
市
と
連
携
し
、
民
生
委

員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら

進
め
て
い
ま
す
。
自
力
避
難
が

困
難
な
方
に
対
し
て
は
、
随
時
、

社
会
福
祉
委
員
会
の
地
域
福
祉

推
進
員
が
出
向
き
、
個
別
避
難

計
画
書
作
成
の
支
援
を
行
い
ま

す
。


